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宝 

塚 

の 

風 

物 

宝
塚
の
駅
（
Ｊ
Ｒ
編
） 

宝
塚
駅(

写
真
上) 

開
業
は
明
治
30
年
12
月
27
日
。
阪
急
電

車
と
の
乗
り
換
え
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
東
西
線
の
快
速
電
車
が
乗
り
入
れ

て
い
る
の
で
尼
崎
方
面
か
ら
の
電
車
は
多

い
。
平
成
22
年
２
月
20
日
、
新
し
い
駅
舎

が
完
成
し
た
。
特
急
コ
ウ
ノ
ト
リ
停
車
駅
。 

 

中
山
寺
駅(

写
真
下
左) 

開
業
は
明
治
30
年
12
月
27
日
。
昭
和
56

年
福
知
山
線
が
電
化
さ
れ
た
が
、
無
人
駅
が

続
い
て
い
た
。
Ｊ
Ｒ
民
営
化
後
宅
地
開
発
に

よ
り
急
速
に
発
展
し
た
駅
で
あ
る
。 

 

武
田
尾
駅(

写
真
下
右) 

開
業
は
明
治
32
年
１
月
25
日
。
当
時
の
駅

は
現
在
の
駅
か
ら
東
へ
３
０
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
現
在
の
駅
は
電

化
後
に
完
成
。
駅
の
大
部
分
が
ト
ン
ネ
ル
と

橋
の
上
に
あ
る
珍
し
い
駅
で
あ
る
。
無
人
駅

で
あ
る
が
休
日
に
は
ハ
イ
カ
ー
で
大
い
に

賑
わ
う
駅
で
あ
る
。 

 

(

写
真
と
記
事 

広
報
／
長
谷
川 

克
己) 
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間 

 

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

普
及
啓
発
促
進
月
間
実
施
報
告 

10
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
と
し
て
、

当
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
の
社
会
的
意
義

や
活
動
内
容
を
広
く
市
民
の
方
々
や

発
注
者
の
皆
様
へ
ご
理
解
い
た
だ
く

べ
く
、
Ｐ
Ｒ
活
動
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の

入
会
促
進
、
就
業
機
会
の
拡
大
に
向
け

て
幅
広
く
、
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。 

 ◆｢

シ
ル
バ
ー
の
日｣

普
及
啓
発
活
動 

｢

シ
ル
バ
ー
の
日｣

の
10
月
１
日

(

木)

、
午
前
10
時
か
ら
各
地
域
班
、

セ
ン
タ
ー
役
職
員
、
事
業
開
拓
員
、
お

よ
び
就
業
機
会
創
出
員
が
参
加
し
て

Ｊ
Ｒ
宝
塚
駅
、
阪
急
宝
塚
駅
、
逆
瀬
川

駅
、
山
本
駅
周
辺
で
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

布
し
て
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発

促
進
活
動
を
行
っ
た
。 

雨
模
様
の
中
、
今
回
も
多
く
の
会
員

の
ご
協
力
の
も
と
、
精
力
的
に
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
Ｐ

Ｒ
活
動
の
後
は
駅
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
予
定
の
時
刻
に
終

了
し
た
。 

           ◆｢

第
２
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア｣

開
催 

10
月
15
日(

木)
・
16
日(

金)

、
の

両
日
、
第
２
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
た
。 

       

こ
の
催
し
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
の
事
業
の
一
つ
で
昨

年
に
引
続
い
て
の
開
催
と
な
る
。 

メ
イ
ン
会
場
の
宝
塚
市
役
所
１
階

の
市
民
ホ
ー
ル
で
は
、
シ
ル
バ
ー
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
、
会
員
の
就
業
風
景
写
真
、

セ
ン
タ
ー
会
員
の
写
真
、
書
、
絵
画
な

ど
の
展
示
を
行
い
、
健
康
相
談
や
食
育

に
係
わ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

け
ら
れ
、
こ
こ
で
は
昨
年
同
様
フ
ェ
ア

に
来
ら
れ
た
方
々
で
随
分
と
賑
わ
っ

た
。 12

時
20
分
か
ら
は
宝
塚
市
立
小

浜
幼
稚
園
児
に
よ
る
小
浜
太
鼓
の
演

奏
が
広
い
ホ
ー
ル
一
杯
に
響
き
わ
た

る
力
強
い
迫
力
で
行
わ
れ
、
そ
し
て
フ

ェ
ア
に
来
ら
れ
た
市
民
の
方
々
や
、
園

の
関
係
者
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。 

           

       

グ
ラ
ン
ド
フ
ロ
ア
で
は
、
養
父
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が
栽
培

し
た
新
鮮
野
菜
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
売
り
切
れ
品
が
続
出
す
る

ほ
ど
の
人
気
で
あ
っ
た
。 

         

昨
年
同
様
、
す
べ
て
手
づ
く
り
の
運

営
で
あ
っ
た
が
、
宝
塚
市
の
後
援
を
い

た
だ
い
た
こ
と
が
殊
の
外
大
き
く
、
両

日
併
せ
て
約
７
０
０
名
の
市
民
の

方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
啓
発
に
は
欠

か
せ
な
い
事
業
と
な
っ
て
き
た
こ
と

を
確
信
し
た
２
日
間
で
あ
っ
た
。 

（
広
報
委
員
／
長
谷
川 

克
己 

） 

▲足立事業開拓委員長の
開会宣言 

▲小浜幼稚園児による力強い小浜太
鼓の演奏 

▲健康相談コーナー 
▲即売コーナー 市長もお買い物 

▲チラシを手渡し、シルバーのＰＲ 
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◆｢

兵
シ
協
平
成
27
年
度
事
業

推
進
大
会｣

へ
の
参
加 

平
成
27
年
度
、
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
大
会
が
、

10
月
29
日(

木)
、
13
時
〜
16
時
、

神
戸
新
聞
・
松
方
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
古
村
理
事
長
、
木

本
常
務
を
は
じ
め
多
く
の
会
員
が
参

加
し
た
。 

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
を
う
け

ら
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
あ
っ
た
。 

永
年
会
員
表
彰
【
15
年
表
彰
】 

太
田
原 

将
之 

加
藤 

秀
記 

金
岡 

文
雄 

 

笹
沢 

直
義 

澤
口 

捷
臣 

 

菅
多 

末
友 

谷 
 

孝
子 

 

中
村 

秀
志 

日
高 

一
郎 

 

三
渡 

薫 

横
溝 

田
鶴
子 

          

   ◆｢

希
望
の
家｣

運
動
会
の
お
手
伝
い 

10
月
10
日(

土)

、
前
日
の
準
備
に

引
続
き
、
運
動
会
に
延
べ
23
名
の
会

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。 

                    

当
日
は
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
。
紅

白
に
分
か
れ
、
借
り
物
競
走
、
障
害
物

競
走
、
パ
ン
食
い
競
走
、
ム
カ
デ
競
走
、

そ
し
て
玉
入
れ
競
争
、
と
多
彩
な
種
目

を
一
緒
に
楽
し
み
、
ま
た
、
元
宝
塚
歌

劇
団
Ｏ
Ｇ
の
風
さ
や
か
さ
ん
の
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
歌
と
踊
り
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

｢

希
望
の
家｣

の
方
々
に
は
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
心
地
よ
い
疲
れ
と

清
々
し
さ
の
残
る
有
意
義
な
一
日
で

あ
っ
た
。 

来
年
度
も
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

(

広
報
委
員
／
中
嶋
諒
子) 

 

前
日
の
準
備
協
力
者(

11
名) 

板
倉 

實 
 
 

入
山 

廣
治 

糟
谷 

晴
男 

 

木
原 

久
寿
夫 

倉
本 

武
保 

 

田
中 

謙
一 

辻 
 

敏
昭 

 

西
口 

弘 

西
山 

孝 
 
 

新
田 

豊
二 

日
高 

一
郎 

当
日
の
協
力
者(

12
名) 

大
川 

忠
利 

 

岡
村 

修 

倉
本 
武
保 

 

小
西 

太
一
郎 

小
林 

義
夫 

 

中
井 

一
嘉 

中
嶋 

諒
子 

 
中
西 

進 

西
山 

孝 
 
 

日
高 

一
郎 

松
下 

庸
善 

 

山
岡 
照
幸 

 

 ◆
事
故
発
生
状
況 

平
成
27
年
９
月
末
現
在 

      

●
８
月
～
９
月
の
事
故
内
容 

★
損
害
事
故
２
件 

内 

容 

剪
定
作
業
中
、
脚
立
を
倒
し

ガ
ラ
ス
を
破
損
。 

注
意
点 

梯
子
な
ど
の
長
尺
や
重
さ

の
あ
る
機
具
を
使
用
す
る
際
は
、
周

囲
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
慎
重

に
使
用
す
る
こ
と
。 

 

内 

容 

機
械
除
草
作
業
中
、
石
が
飛

散
し
駐
車
車
両
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
を
破
損
。 

注
意
点 

機
械
除
草
作
業
の
際
は
、
飛

散
方
向
を
想
定
し
た
安
全
策
を
講

じ
、
作
業
を
行
う
こ
と
。 

 

事
故
の
無
い
よ
う
常
に
注
意
し
て
就
業

し
ま
し
ょ
う
。     (

安
全
委
員
会) 

 

安
全
委
員
会
だ
よ
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

▲玉入れの応援 

前 

年 

度 

４
件 

１
件 

平
成
27
年
度 

３
件 

５
件 

 

傷 

害 

損 

害 

▲当日参加の表彰の皆さん 

 

▲借り物競走のお手伝い 
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◆
兵
庫
県
交
通
安
全
高
齢
者
自

転
車
競
技
大
会 

９
月
29
日(

火)

、
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
神
戸
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た｢

兵

庫
県
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技

大
会｣

に
宝
塚
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
は
、
初
め
て
の

県
大
会
、
加
え
て
そ
れ
ぞ
れ
が
就
業
し

な
が
ら
で
の
出
場
で
か
な
り
厳
し
い

条
件
で
あ
っ
た
が
大
健
闘
で
あ
っ
た
。 

          

  

◆
良
元
３
の
３
地
域
班 

仁
川
河
川
敷
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

10
月
６
日(

火)

、
９
時
～
11
時
、

仁
川
河
川
敷
の
清
掃
を
行
っ
た
。
参
加

６
名
。 

        

◆
地
域
班
総
会
開
催
状
況 

○
良
元
３
の
２
地
域
班 

10
月
６
日（
火
）、
10
時
～
11
時
、

仁
川
会
館
に
て
、
11
名
出
席
。 

    

◆
工
場
見
学
「
サ
ン
ト
リ
ー
京
都

ビ
ー
ル
工
場
」
お
よ
び
「
漬
物

西
利
本
店
」 

10
月
22
日(

木)

、
41
名
の
会
員
と

事
務
局
か
ら
３
名
が
参
加
し
た
。｢
サ

ン
ト
リ
ー
京
都
ビ
ー
ル
工
場｣

で
は
ビ

ー
ル
の
製
造
工
程
を
見
学
し
た
後
、
ビ

ー
ル
の
試
飲
を
し
な
が
ら
談
笑
し
た
。

続
い
て
「
漬
物
西
利
本
店
」
で
は
ワ
イ

ン
の
試
飲
と
漬
物
の
試
食
を
楽
し
ん

だ
。 そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
有
意
義

に
過
ご
し
た
秋
の
一
日
で
あ
っ
た
。 

            ◆
あ
い
あ
い
パ
ー
ク 

今
回
は
あ
い
あ
い
パ
ー
ク
で
の
業

務
を
紹
介
す
る
。
阪
急
山
本
駅
か
ら
徒

歩
５
分
。
旧
国
道
沿
い
の｢

あ
い
あ
い

パ
ー
ク｣

は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
品
を
初

め
、
ベ
ー
カ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
、
カ
ル
チ

ャ
ー
ス
ク
ー
ル
、
市
役
所
の
支
所
、
公

園
な
ど
の
複
合
型
園
芸
振
興
施
設
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー

の
業
務
は
、
こ
の
施
設
敷
地
内
の
清
掃

業
務
で
あ
る
。 

10
月
19
日(

月)

午
後
、
あ
い
あ
い

パ
ー
ク
を
訪
問
。
こ
の
日
も
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

で
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
た
。
こ
こ

で
は
現
在
３
名
の
シ
ル
バ
ー
会
員
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
就
業
し
て
い
る
。 

一
日
の
業
務
は
、
施
設
内
の
ト
イ
レ

の
清
掃
、
事
務
所
の
モ
ッ
プ
掛
け
、
カ

ル
チ
ャ
ー
教
室
の
拭
き
掃
除
と
モ
ッ

プ
掛
け
、
駐
車
場
と
公
園
の
清
掃
な
ど
。

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
定
期
的
に
ワ
ッ
ク

ス
掛
け
を
し
、
ま
た
ト
イ
レ
の
清
掃
は

特
に
念
入
り
に
行
っ
て
い
る
。
多
く
の

人
が
利
用
す
る
の
で
、
気
持
ち
の
良
い

状
態
に
保
つ
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い

る
。
清
掃
の
エ
リ
ア
が
広
い
の
で
、
就

業
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
る

そ
う
だ
。 

月
に
一
度
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
さ
ら
に
清
潔
に
保
つ
た
め
の
反
省

点
や
改
善
点
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い

る
。
就
業
し
て
い
る
亀
山
会
員
は｢

元

気
な
挨
拶
と
笑
顔
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

が
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す｣

と
や
り

が
い
を
話
し
て
く
れ
た
。 

         

(

広
報
委
員
／
佐
野 

純) 
 

就

業

先

訪

問 
 

▲降矢 松村 西原 登川  
会員 会員 会員 会員  

地
区
・
地
域
班
活
動 

▲河川敷清掃に汗を流す地域 
班会員 

互

助

会

活

動 

▲あいあいパーク 
 

▲ビール工場見学を楽しむ 
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川 
 

 

柳 

ふ
ろ
し
き
に
昭
和
を
包
む
白
熱
灯 

❤
道
原 

澄
子 

靴
み
が
き
昔
駅
前
今
自
前 

❤
冨
吉 
博
彦 

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
見
果
て
ぬ
夢
に 

願
を
か
け 

❤
織
山 

茂 

 
 

 

俳 
 

 

句 

天
竜
寺
鬼
よ
り
赤
い
紅 べ

に

紅
葉 

❤
川
嶋 

兼
雄 

音
た
て
て
紅
葉
を
散
ら
す
時
雨
か
な 

❤
小
出 

和
孝 

淋
し
さ
が
時
折
つ
よ
く
秋
の
夜 

❤
園
田 

昌
代 

大
根

だ
い
こ

の
香
湯
気
伴
い
し
夕
食

ゆ
う
げ

か
な 

❤
高
橋 

秀
子 

脇
役
も
主
役
も
は
れ
る
冬 ふ

ゆ

大
根

だ
い
こ 

❤
中
嶋 

諒
子 

カ
キ
ツ
バ
タ
公
園
街
の
憩
い
な
り 

❤
西
口 

佐
代
子 

彩
か
え
て
郷
に
お
り
た
る
柿
落
葉 

❤
橋
本 

千
津
子 

夕
焼
け
が
に
じ
む
芒
の
波
立
ち
て 

❤
羽
山 

淳
子 

熱
燗
が
南
部
牛
追
い
唄
を
聴
く 

❤
丸
山 

長
資 

  

編 

集 

後 

記 

広
報
委
員
を
仰
せ
つ
か
っ
て
丁
度

２
年
。第
124
号
か
ら
第
136
号
ま
で
12

号
の
発
行
に
携
わ
っ
て
き
た
。
創
刊
か

ら
色
々
と
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
先
輩

広
報
委
員
の
想
い
を
尊
重
し
つ
つ
、
多

少
な
り
と
も
新
し
い
感
覚
を
紙
面
に

表
わ
せ
れ
ば
と
、
只
今
４
名
の
広
報
委

員
は
奮
闘
中
。
◆
地
区
・
地
域
班
の
地

域
割
り
を
小
学
校
区
で
割
り
分
け
ら

れ
た
も
の
を
町
毎
の
地
域
班
に
変
更

し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
７

年
。
直
後
、
地
域
班
活
動
は
報
告
も
多

く
会
報
の
紙
面
を
随
分
と
賑
わ
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
今
は
各
地
域
班
と
も

活
動
報
告
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
班

長
さ
ん
を
は
じ
め
役
員
さ
ん
方
が
中

心
に
な
っ
て
種
々
活
動
に
頭
を
痛
め

て
お
ら
れ
る
の
は
、
各
地
域
班
の
共
通

の
課
題
。
◆
秋
（
あ
き
）
は
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
行
わ

れ
る
秋
（
と
き
）
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も

会
員
の
皆
様
に
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
願
い
す
る
時
期
（
と
き
）

で
も
あ
る
。
只
々
ご
協
力
い
た
だ
け
る

会
員
様
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
が
現
実
で
寂
し
く
そ
し
て
気
懸
り

な
状
況
で
も
あ
る
。
◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
ス
タ
ー
ト
、
一
億
総
活
躍
社
会

の
創
出
、
軽
減
税
率
の
導
入
云
々
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
加
入
の
大
筋
合
意
等
々
世
間
は

騒
が
し
さ
を
増
し
て
き
た
感
一
入
。 

◆
ほ
ん
の
数
年
前
70
歳
を
働
き
手
と

す
る
政
策
を
奨
め
る
と
公
言
し
た
今

の
政
府
。
「
な
ら
ば‥

」
と
宝
塚
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
諸
賢
、
元

気
を
出
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
ゾ
！ 

(

広
報
委
員
／
長
谷
川 

克
己) 

 

事

務

局

だ

よ

り 
 
 
 

会
員
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 

☆
お
願
い 

就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業
完
了

後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
日
ま
で
に
提
出

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

☆
チ
ラ
シ
配
布
就
業
会
員
募
集 

事
務
局
で
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布

が
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
就
業
可
能
な
方
は
事
務
局
に
「
希

望
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
備
え
て
い
ま

す
の
で
、
事
務
局
窓
口
ま
で
お
越
し
く 

だ
さ
い
。 

配  分  金 

支払い日のお知らせ 

 
１１月就業分 １２月１５日(火) 

１２月就業分  １月１５日(金) 

 １月就業分  ２月１５日(月) 

会員の状況 

･会員数   １,２１３人 

･入会者数    ２３人 

･退会者数    １１人 

･平均年齢   ７１.９歳 

 

９月末現在 

入退会者は８月初～９月末 



平成２７年１１月 会報シルバーたからづか 第１３６号 

 
 

6 

 

                              

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省ＨＰより 

シルバー世代の健康管理 

― 長生きは腸内細菌で決まる ― 

健康維持のためにはビフィズス菌や乳酸菌などの善玉菌が優勢になるようにしよう。 

善玉菌を殖やす元となる野菜、果物、発酵食品を持続して摂ろう。 

 

シルバー人材センターの会員になるには 

◎会員の条件 

宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただける方。 

◎入会方法 

入会説明会は毎月第４月曜日13時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。 

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2,000円)の納入で会員となります。 

*ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話でお問い合わせください。 

センター会員募集 就業などを通じて社会参加しませんか？ 

問合せ先：公益社団法人  宝塚市シルバー人材センター 広報委員会    

〒665-0827宝塚市小浜 2丁目 1番 1号 TEL.0797(81)7000  FAX.O797(81)7040 

h t t p :  / /  w w w . s j c ‐ t a k a r a z u k a . o r . j p 

日常でお困りのことはシルバーにご相談ください。 
高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。依頼内容によっては対応できない仕事
もありますので、まずお電話でお問い合わせください。TEL 0797(81)7000 

 
・家事援助サービス  室内清掃、窓ガラス・網戸などの清掃、食事の支度・洗濯、お部屋内の片付けや 

衣替え、ゴミステーションの掃除、買い物など 

・子育て支援サービス お子様とお留守番、子どもの一時預かり、シルバー出前サービス 

・お庭の手入れ    植木剪定・施肥、植木の水やり、雑草刈り(機械・手刈り) 
・家屋の手入れ    網戸の張替、障子・襖の張替、簡易な大工仕事・塗装など 
・事務サービス    あて名・賞状書き、ワープロなどでの原稿づくり、パソコン操作指導など 

 

善玉菌 

日和見菌 

悪玉菌 

日和見菌 
・バクテロイデス・ユウバクテリウム・嫌気性
連鎖球菌など。 

・腸内で多数を占め、善玉菌が多い時は無害で
あるが、悪玉菌が繁殖すると悪玉菌になびき
生活習慣病の要因となり得る。 

善玉菌 
・ビフィズス菌・乳酸桿菌・腸球菌など。 
・善玉菌が増えると免疫機能が強化される。 
・病原菌が腸内に侵入するのを阻止する。 

悪玉菌 
・大腸菌・ウエルシュ・ブドウ球菌など。 
・腸内のタンパク質を腐敗させ、様々な有害物
質を作り出す。 


